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Abstract 本書は、AMEDASの気象データを使用して、機械学習による落雷予測を行うものである。ILPは事

例間の関係を背景知識によって与える事で複雑な問題を学習できる為、落雷現象の学習にILPを使
用することのメリットは大きい。属性値学習と比べILPの欠点として知られている｢数量データの
扱い｣には特に重点を置き、クラスター分析とC4.5による数量データの質的データへの変換を、デ
ータの前処理として行っている。
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